
謹
賀
新
年

　
謹
ん
で
新
年
の
御
祝
詞
を

　
　
　
　
　
　
　
申
し
上
げ
ま
す

　
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
組
合
員
の
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
希
望
に
満
ち
た
新
春
を
ご
家

族
と
と
も
に
迎
え
ら
れ
た
こ
と
と
心
よ
り
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
ま
た
、
Ｊ
Ａ
さ
っ
ぽ
ろ
の
事
業
運
営
に
お
き
ま
し
て
は
、
組
合
員
の
皆

さ
ま
か
ら
の
格
別
な
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
、
組
織
活
動
と
事
業
推
進

に
邁
進
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
こ
と
を
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
皆
さ
ま
も
ご
承
知
の
と
お
り
農
業
情
勢
は
先
行
き
が
不
透
明
で

あ
り
、
環
太
平
洋
経
済
連
携
協
定
（
T
P
P
）
か
ら
米
国
が
離
脱
し
た
も

の
の
、
引
き
続
き
米
国
と
の
二
国
間
協
定
、
米
国
を
除
く
T
P
P
11
、
欧

州
連
合
（
E
U
）
と
の
経
済
連
携
協
定
（
E
P
A
）、
中
国
を
含
め
た
東

ア
ジ
ア
地
域
包
括
的
経
済
連
携
（
R
C
E
P
）
な
ど
の
国
際
貿
易
交
渉
の

動
向
を
注
視
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。Ｊ
Ａ
を
取
り
巻
く
環
境
と
し
て
は
、

農
協
改
革
に
お
け
る
信
用
事
業
の
代
理
店
化
・
事
業
分
離
・
准
組
合
員
の

利
用
規
制
な
ど
農
協
改
革
集
中
期
間
と
さ
れ
る
平
成
三
十
一
年
五
月
に
向

け
て
、
政
府
の
規
制
改
革
推
進
会
議
の
動
向
が
危
惧
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ

り
ま
す
。

　
昨
年
の
管
内
の
農
業
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
雪
解
け
が
進
み
、
春
先
の

播
種
、
定
植
は
順
調
に
推
移
し
、
例
年
よ
り
早
い
生
育
状
況
と
な
り
ま
し

た
が
、
六
月
の
記
録
的
な
低
温
、
長
雨
、
日
照
不
足
。
七
月
に
入
る
と
一

転
し
て
記
録
的
な
猛
暑
と
な
り
、
さ
ら
に
は
収
穫
期
を
迎
え
た
九
月
に
は

昨
年
に
引
き
続
き
台
風
の
上
陸
に
よ
る
農
作
物
の
倒
伏
、
果
実
の
落
果
、

ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
の
破
損
な
ど
被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。

　
こ
う
し
た
厳
し
い
気
象
状
況
の
下
、
生
産
者
の
皆
さ
ま
の
ご
努
力
に
よ

り
ま
し
て
、
品
目
に
多
少
の
差
は
あ
っ
た
も
の
の
、
総
じ
て
平
年
作
並
み

の
収
量
と
な
り
ま
し
た
が
、
価
格
に
つ
き
ま
し
て
は
、
市
場
の
動
向
・
供

給
バ
ラ
ン
ス
の
変
動
な
ど
一
部
に
厳
し
い
販
売
環
境
と
な
り
ま
し
た
。

　
そ
う
し
た
な
か
、
当
Ｊ
Ａ
に
お
い
て
は
、
予
約
購
買
奨
励
金
や
肥
料
引

取
奨
励
金
の
拡
充
に
よ
る
組
合
員
の
所
得
増
大
に
取
り
組
む
一
方
で「
農
」

と
「
地
域
」
を
育
み
、
次
の
世
代
へ
つ
な
げ
る
た
め
、
子
供
た
ち
へ
の
食

農
教
育
活
動
を
展
開
し
、
ま
た
、
准
組
合
員
に
対
し
て
は
農
業
や
農
協
へ

の
理
解
促
進
を
図
る
活
動
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

　
国
内
経
済
は
、
企
業
収
益
や
雇
用
環
境
の
改
善
な
ど
を
背
景
に
緩
や
か

な
回
復
基
調
が
持
続
し
て
お
り
、
平
成
三
十
年
も
景
気
の
回
復
は
続
き
、

個
人
消
費
は
底
堅
さ
を
維
持
で
き
る
も
の
と
予
測
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　
合
併
二
十
周
年
の
記
念
す
べ
き
年
を
迎
え
る
本
年
は
、
中
期
三
ヶ
年
経

営
計
画
の
総
括
年
度
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
当
Ｊ
Ａ
は
、
環
境
変
化
を
踏

ま
え
な
が
ら
着
実
な
実
践
に
よ
り
組
合
員
の
皆
さ
ま
の
負
託
に
応
え
、
目

指
す
姿
で
あ
る
「
信
頼
さ
れ
る
Ｊ
Ａ
」
の
実
現
に
向
け
て
、
役
職
員
一
丸

と
な
り
農
協
運
営
に
傾
注
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
本
年
も
組
合
員
の
皆
さ
ま
が
ご
家
族
と
と
も
に
ご
健
勝
で
希
望
溢
れ
る

一
年
で
あ
り
ま
す
こ
と
を
心
よ
り
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
挨
拶
と

い
た
し
ま
す
。

代表理事副組合長	 軽部　　幹夫
専 務 理 事 	 砂川　　昌勝
常 務 理 事 	 土田　　孝夫

常 務 理 事 	 水嶋　　仁光
代 表 監 事 	 宮本　二三男
常 勤 監 事 	 森　　　寿幸

他役職員一同

代
表
理
事
組
合
長　

藤
田　
範
彦
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組
合
員
並
び
に
Ｊ
Ａ
役
職
員
の
皆
さ
ま
方

に
は
、
ご
健
勝
に
て
輝
か
し
い
平
成
三
十
年

の
新
年
を
迎
え
ら
れ
た
も
の
と
心
よ
り
お
慶

び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

皆
さ
ま
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
日
々
の

営
農
と
併
せ
、
地
域
農
業
の
振
興
や
地
域
社

会
の
発
展
に
向
け
、
日
頃
よ
り
多
大
な
ご
尽

力
を
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
対
し
て
、
改
め
て

敬
意
と
感
謝
を
申
し
上
げ
る
次
第
で
す
。

　
昨
年
の
北
海
道
農
業
は
、
春
先
は
晴
れ
の

日
が
多
く
、
気
温
も
高
か
っ
た
こ
と
か
ら
農

作
業
・
生
育
も
順
調
で
あ
り
ま
し
た
。
九
月

中
旬
以
降
は
、
雨
の
日
が
多
く
収
穫
作
業
に

遅
れ
が
発
生
し
、
特
に
九
月
十
八
日
の
台
風

十
八
号
に
よ
っ
て
、
全
道
的
に
デ
ン
ト
コ
ー

ン
・
水
稲
の
倒
伏
、
農
業
施
設
の
損
壊
な
ど

に
よ
り
、
農
作
物
の
品
質
、
収
量
に
懸
念
が

生
じ
た
と
こ
ろ
で
し
た
。

　
し
か
し
な
が
ら
結
果
的
に
は
、
米
は
作
況

指
数
が
一
〇
三
の
「
や
や
良
」、
小
麦
・
て
ん

菜
は
、
収
量
・
品
質
と
も
平
年
作
、
生
乳
は
、

全
般
的
に
安
定
基
調
と
組
合
員
の
皆
さ
ま
の

努
力
の
成
果
が
報
わ
れ
た
一
年
と
な
り
ま
し

た
。

　

一
方
、
国
際
貿
易
交
渉
の
状
況
は
、

T
P
P
11
、
日
E
U
・
E
P
A
、
米
国
と
の

貿
易
交
渉
な
ど
、
そ
の
進
展
状
況
と
合
意
内

容
、
農
業
経
営
へ
の
影
響
な
ど
生
産
現
場
に

十
分
伝
わ
っ
て
い
な
い
こ
と
も
あ
り
、
将
来

へ
の
不
安
を
抱
え
、
担
い
手
の
生
産
意
欲
の

減
退
が
懸
念
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
農
協
改
革
、
規
制
改
革
で
は
、
生
産
資
材

　
新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
希
望
に
満
ち
た
平
成
三
十
年
の
新
春
を

ご
家
族
と
と
も
に
迎
え
ら
れ
た
こ
と
を
、
心

か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
日
頃

よ
り
普
及
セ
ン
タ
ー
の
活
動
に
対
し
、
皆
さ

ま
に
は
特
段
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
深

く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
昨
年
の
気
象
と
作
況
を
振
り
返
っ
て
み
ま

す
と
、
積
雪
が
少
な
く
、
融
雪
期
は
平
年
よ

り
十
二
日
早
ま
り
、
ほ
場
の
乾
燥
が
順
調
に

進
み
ま
し
た
。
耕
起
盛
期
は
畑
地
で
八
日
、

水
田
で
二
日
早
く
、
野
菜
の
は
種
・
定
植
作

業
も
順
調
な
ス
タ
ー
ト
を
切
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　
し
か
し
、
六
月
の
記
録
的
な
降
雨
、
七
月

前
半
の
高
温
多
照
と
後
半
の
多
雨
、
九
月
以

降
は
断
続
的
な
降
雨
と
不
安
定
な
天
候
が
続

き
、は
種・移
植
作
業
や
防
除
等
の
管
理
作
業
、

ま
た
、
収
穫
作
業
に
ご
苦
労
さ
れ
た
方
も
多

か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
最
後
ま
で
予
断
を
許

さ
な
い
状
況
が
続
き
、
気
苦
労
の
多
い
一
年

だ
っ
た
と
お
察
し
し
ま
す
。

　
水
稲
の
収
量
は
、
平
年
を
上
回
り
、
品
質

も
良
好
で
し
た
。
秋
ま
き
小
麦
は
、
平
年
以

上
の
多
収
で
し
た
が
、
製
品
歩
留
ま
り
は
低

め
と
な
り
ま
し
た
。
野
菜
は
、
八
～
九
月
が

冷
涼
で
病
害
虫
の
発
生
が
少
な
く
、
出
荷
は

概
ね
順
調
で
品
質
も
安
定
し
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
厳
し
い
気
象
条
件
下
に
あ
っ

て
も
確
か
な
実
り
が
実
現
で
き
て
い
る
こ
と

は
、
ご
家
族
や
地
域
が
力
を
合
わ
せ
、
弛
ま

ぬ
努
力
と
長
年
に
わ
た
る
土
づ
く
り
や
栽
培

価
格
の
引
き
下
げ
と
見
え
る
化
、
牛
乳
・
乳

製
品
の
生
産
・
流
通
に
お
い
て
は
、
新
た
な

加
工
原
料
乳
生
産
者
補
給
金
制
度
を
盛
り
込

ん
だ
改
正
畜
産
経
営
安
定
法
が
成
立
す
る
な

ど
農
業
政
策
対
応
に
追
わ
れ
た
一
年
で
あ
り

ま
し
た
。

　
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
北
海
道
は
、
今
後
と
も
必

要
な
農
政
運
動
や
国
民
理
解
へ
向
け
て
の
情

報
発
信
、
Ｊ
Ａ
経
営
の
基
盤
を
強
化
し
、
組

合
員
の
皆
さ
ま
の
不
安
を
払
拭
し
、
持
続
可

能
な
北
海
道
農
業
の
確
立
に
向
け
、
万
全
な

対
応
を
図
っ
て
参
り
ま
す
。

　
さ
て
、
現
在
、
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
北
海
道
は
、

第
二
十
八
回
Ｊ
Ａ
北
海
道
大
会
の
メ
イ
ン

テ
ー
マ
で
あ
る
「
北
海
道
五
五
〇
万
人
と
共

に
創
る　
力
強
い
農
業
と
豊
か
な
魅
力
あ
る

農
村
」
の
実
現
に
向
け
た
決
議
事
項
に
基
づ

き
、
そ
の
着
実
な
実
践
を
図
っ
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
り
本
年
は
そ
の
総
括
年
度
と
な
り
ま

す
。

　
引
き
続
き
、
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
北
海
道
の
英

知
を
結
集
し
、
北
海
道
五
五
〇
万
人
か
ら
信

頼
さ
れ
、
と
も
に
歩
ん
で
い
く
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー

プ
北
海
道
を
目
指
し
て
参
り
ま
す
。

　
関
係
各
位
の
特
段
な
る
ご
理
解
と
ご
協
力

の
程
、
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

結
び
に
な
り
ま
す
が
、
今
年
は
、
天
候
に

恵
ま
れ
実
り
多
い
豊
穣
の
一
年
と
な
り
ま
す

よ
う
、併
せ
て
、北
海
道
農
業
並
び
に
組
合
員
、

役
職
員
の
皆
さ
ま
の
一
層
の
発
展
を
心
よ
り

ご
祈
念
申
し
上
げ
、
新
年
に
あ
た
っ
て
の
ご

挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

管
理
技
術
の
高
さ
を
現
す
結
果
と
、
あ
ら
た

め
て
敬
意
を
表
し
ま
す
。

　
農
業
を
取
り
巻
く
情
勢
は
、
T
P
P
な
ど

グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
流
れ
が
進
行
し
、
大
き
な

変
革
の
波
に
対
応
し
て
行
く
こ
と
が
必
要
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
農
業
の
担
い
手
不
足
・
高
齢
化
が

叫
ば
れ
る
中
、
多
様
な
担
い
手
が
活
き
活
き

と
安
心
し
て
働
き
続
け
る
こ
と
の
で
き
る
労

働
環
境
を
構
築
す
る
こ
と
が
急
務
と
考
え
ま

す
。

　
北
海
道
は
、
ス
マ
ー
ト
農
業
の
推
進
に
取

り
組
み
、
I
C
T
搭
載
の
機
械
導
入
が
各
地

で
進
ん
で
お
り
ま
す
。
そ
の
中
で
、
普
及
セ

ン
タ
ー
で
は
、
人
の
手
に
よ
る
作
業
負
担
を

軽
減
す
る
ツ
ー
ル
や
手
法
の
紹
介
、
地
域
の

ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
省
力
化
技
術
を
提
案
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　
今
後
と
も
皆
さ
ま
の
さ
ら
な
る
お
力
添
え

も
い
た
だ
き
な
が
ら
普
及
活
動
を
進
め
、
地

域
力
の
維
持
・
向
上
と
農
業
振
興
を
目
指
し

ま
す
。
基
本
と
な
る
生
産
力
を
さ
ら
に
高
め

て
い
く
と
と
も
に
多
様
な
担
い
手
の
確
保
や

女
性
の
能
力
発
揮
等
を
引
き
続
き
支
援
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　
結
び
に
、
本
年
が
輝
か
し
く
豊
か
な
年
と

な
る
と
共
に
、
皆
さ
ま
の
ご
多
幸
と
益
々
の

ご
発
展
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
挨

拶
と
い
た
し
ま
す
。

北
海
道
農
業
協
同
組
合
中
央
会　

会
長　

飛
田　
稔
章

石
狩
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
石
狩
北
部
支
所　

支
所
長　

増
子　
優
子

平
成
三
十
年
の
年
頭
に
あ
た
り

新
し
い
年
を
迎
え
て
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我
が
家
の
ル
ー
ツ
を
探
る

日
本
人
の
苗
字
の
ひ
み
つ

お話を聞いた方

岸本良信 先生
歴史研究家

　1964年生まれ。苗字研究の
世界的な権威だった丹羽基二
博士から系譜学を学び、2001
年に『道産子のルーツ事典』
を刊行。現在は道内で唯一、
苗字の研究を進めている。
　長年にわたって道新文化セ
ンター・NHK文化センターで
家系調査や江戸風俗、日本の
城についての講師を務める。
また、財務省の機関紙やタウ
ン誌などにコラムも執筆する。

加
え
た
上
位
五
姓
で
過
半
数
を
超
え
ま
す
。

　

中
国
で
は
、
チ
ベ
ッ
ト
や
ウ
イ
グ
ル
な
ど
の
辺

境
部
族
を
除
い
た
調
査
で
、
ほ
ぼ
三
、〇
〇
〇
姓

で
は
な
い
か
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
う
ち

李
姓
が
最
も
多
く
約
一
億
人
。
次
い
で
王
、
張
、

劉り
ゅ
う、
陳ち
ん

、
楊よ
う

、
趙ち
ょ
う、
黄
、
周
姓
が
続
き
、
ど
れ
も

一
、〇
〇
〇
万
人
以
上
の
使
用
者
が
い
ま
す
。

　

朝
鮮
や
中
国
で
姓
が
人
口
の
割
り
に
少
な
い
の

は
、
儒
教
で
祖
先
か
ら
受
け
継
い
だ
姓
を
変
え
る

の
は
不
孝
だ
と
い
う
思
想
が
根
強
く
広
ま
っ
た
こ

と
に
由
来
し
て
い
ま
す
。

 

日
本
人
の
苗
字
は
三
十
万
種
類
以
上
！

　

日
本
人
の
苗
字
の
総
数
が
正
確
に
判
明
し
た

の
は
戦
後
に
な
っ
て
か
ら
で
す
。
苗
字
研
究
の
世

界
的
権
威
だ
っ
た
丹
羽
基
二
氏
の
調
査
に
よ
り
、

一
九
九
七
年
の
時
点
で
二
九
万
一
、一
二
九
種
類
が

確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。
以
降
も
新
た
な
苗
字
が
発

見
さ
れ
て
い
て
、
日
本
に
は
約
三
十
万
種
類
以
上

の
苗
字
が
存
在
す
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
同
氏
が

調
査
し
た
約
三
十
万
種
類
の
苗
字
は
『
日
本
苗
字

大
辞
典
』（
丹
羽
基
二
著
）
に
す
べ
て
掲
載
さ
れ

て
い
ま
す
。
こ
の
本
に
は
、
J
I
S
規
格
に
な
い

文
字
が
一
万
二
、九
二
八
文
字
も
使
わ
れ
て
お
り
、

い
か
に
日
本
人
の
苗
字
に
使
わ
れ
る
文
字
が
多
様

な
も
の
か
も
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

日
本
人
の
苗
字
は
、
同
じ
漢
字
を
使
っ
て
い
て

も
読
み
方
が
複
数
あ
り
ま
す
。
た
と
え
ば
「
大
谷
」

と
い
う
苗
字
に
は
「
お
お
た
に
」「
お
お
や
」
の

二
通
り
の
読
み
方
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
文

字
で
表
記
さ
れ
た
苗
字
の
読
み
方
を
一
つ
ず
つ
数

え
て
い
く
と
約
三
十
万
種
類
に
な
る
わ
け
で
す
。

ほ
ぼ
単
一
な
民
族
国
家
の
苗
字
と
し
て
は
、
世
界

で
も
最
多
の
量
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

ち
な
み
に
北
海
道
の
苗
字
の
総
数
は
、
約

二
万
四
、〇
〇
〇
種
類
。
皆
さ
ん
ご
存
知
の
と
お

り
、
北
海
道
は
全
国
か
ら
多
く
の
人
が
移
住
し
て

き
た
場
所
で
す
か
ら
、
苗
字
も
全
国
各
地
の
苗
字

が
確
認
で
き
ま
す
。

世
界
の
苗
字
事
情

　
朝
鮮
半
島
や
中
国
で
は
、苗
字
を
姓
と
呼
び
ま
す
。

　

韓
国
に
お
け
る
一
九
八
五
年
の
調
査
で
は
、
韓

国
人
の
姓
は
わ
ず
か
に
二
七
四
姓
。
未
調
査
の
北

朝
鮮
を
合
わ
せ
て
も
お
よ
そ
三
〇
〇
種
類
程
度
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
金
・
李り

・
朴ぼ
く

の
三
大
姓
で

全
人
口
の
四
十
五
％
を
占
め
、
こ
れ
に
崔さ

い

と
鄭て
い

を

新春
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〈北海道版〉 〈全国版〉
順位 苗字 人　数 順位 苗字 人　数

1 佐藤 約160,000人 1 佐藤 約1,887,000人

2 髙橋 約93,700人 2 鈴木 約1,806,000人

3 佐々木 約76,200人 3 髙橋 約1,421,000人

4 鈴木 約66,800人 4 田中 約1,343,000人

5 伊藤 約58,100人 5 伊藤 約1,081,000人

6 田中 約49,800人 6 渡辺 約1,070,000人

7 吉田 約47,900人 7 山本 約1,057,000人

8 渡辺 約44,400人 8 中村 約1,051,000人

9 中村 約42,900人 9 小林 約1,034,000人

10 小林 約42,600人 10 加藤 約892,000人

11 加藤 約41,300人 11 吉田 約835,000人

12 山本 約40,800人 12 山田 約819,000人

13 山田 約38,600人 13 佐々木 約679,000人

14 阿部 約38,300人 14 山口 約647,000人

15 斎藤 約37,000人 15 松本 約631,000人

16 工藤 約33,600人 16 井上 約617,000人

17 木村 約33,500人 17 木村 約579,000人

18 斉藤 約25,300人 18 林 約548,000人

19 三浦 約25,200人 19 斎藤 約546,000人

20 菅原 約23,100人 20 清水 約535,000人

あなたの苗字はありますか？
日本の多い苗字ランキング

　

職
業
由
来
の
姓
（
服
部
や
鍛
冶
）、
職
名
姓
（
刑

部
や
左
衛
門
）、屋
号
姓
（
能
登
谷
、万
）、元
々
あ
っ

た
苗
字
を
良
い
文
字
で
飾
っ
た
佳
字
化
姓
（
大
久

保
・
喜
多
）、
当
て
字
姓
（
端
詰
、
小た

か
な
し

鳥
遊
）
な

ど
が
あ
り
ま
す
。

苗
字
は
い
つ
決
ま
っ
た
？

　

皆
さ
ん
の
家
の
苗
字
が
正
式
に
決
ま
っ
た
の

は
、
明
治
五
年
に
「
壬じ

ん

申し
ん

戸
籍
」
が
作
成
さ
れ
た

時
で
す
。

　

欧
米
で
は
、
苗
字
を
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
ネ
ー
ム

と
呼
び
ま
す
。
全
世
界
か
ら
移
民
が
移
り
住
ん

だ
多
民
族
国
家
で
あ
る
ア
メ
リ
カ
に
は
現
在
、

一
〇
〇
万
種
類
以
上
の
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
ネ
ー
ム
が

あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
モ
ン
ゴ
ル
の
よ
う
に
苗
字
を
持
た
な
い

民
族
も
い
ま
す
。

訓
読
み
と
音
読
み
で
ル
ー
ツ
が
違
う
？

　

日
本
の
約
三
十
万
種
類
あ
る
苗
字
は
、
大
き
く

分
け
て
二
つ
の
タ
イ
プ
に
分
類
さ
れ
ま
す
。
そ
れ

は
「
訓
読
み
」
と
「
音
読
み
」
で
す
。
読
み
方
で

何
が
分
か
る
か
と
い
う
と
、
そ
の
苗
字
の
ル
ー
ツ

が
見
え
て
き
ま
す
。

　

苗
字
の
約
八
五
％
は
訓
読
み
の
苗
字
で
す
。
訓

読
み
と
い
う
の
は
、
我
が
国
古
来
の
大
和
言
葉
で

あ
り
、
そ
の
よ
う
な
苗
字
は
全
国
ど
こ
か
の
地
名

が
由
来
と
な
っ
て
発
祥
し
ま
し
た
。
一
見
、
珍
奇

な
苗
字
で
あ
っ
て
も
調
べ
て
み
る
と
同
一
の
地
名

が
全
国
の
ど
こ
か
に
存
在
し
て
い
る
（
も
し
く
は

し
て
い
た
）
こ
と
が
多
い
の
で
す
。
訓
読
み
苗
字

の
人
の
先
祖
は
、
そ
の
地
に
住
ん
で
そ
の
苗
字
を

名
乗
る
こ
と
に
決
め
た
の
で
し
ょ
う
。

　

例
え
ば
全
国
の
圧
倒
的
多
数
の
田
中
さ
ん
は
音

読
み
の
「
で
ん
ち
ゅ
う
」、
重
箱
読
み
の
「
で
ん

な
か
」
や
湯ゆ

桶と
う

読
み
の
「
た
ち
ゅ
う
」
で
は
な
く
、

「
た
な
か
」
と
訓
読
み
で
読
ま
せ
ま
す
。
こ
れ
は

田
中
と
い
う
地
名
が
や
は
り
圧
倒
的
に
「
た
な
か
」

と
訓
読
み
す
る
か
ら
で
す
。
古
代
か
ら
続
く
地
名

は
、
大
和
言
葉
に
輸
入
し
た
漢
字
を
当
て
て
作
ら

れ
ま
し
た
。
よ
っ
て
地
名
の
大
多
数
が
訓
読
み
の

た
め
、
地
名
が
ル
ー
ツ
と
な
る
苗
字
は
訓
読
み
に

な
る
の
で
す
。

　
一
方
で
、
音
読
み
や
重
箱
・
湯
桶
読
み
を
す
る

苗
字
は
、
比
較
的
新
し
い
苗
字
か
、
独
特
な
由
来

を
持
つ
苗
字
だ
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
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何
文
字
の
苗
字
が
一
番
多
い
？

　

現
在
使
用
さ
れ
て
い
る
苗
字
を
文
字
数
ご
と
に

分
類
す
る
と
次
の
通
り
で
す
。

　

七
一
三
年
に
朝
廷
か
ら
「
地
名
は
二
文
字
の
佳

字
に
せ
よ
」
と
い
う
命
令
が
下
さ
れ
、
二
文
字
の

地
名
が
多
い
こ
と
か
ら
、
苗
字
も
二
文
字
が
多
く

な
っ
て
い
ま
す
。
な
お
、
明
治
五
年
の
苗
字
の
戸

籍
登
録
時
に
長
い
苗
字
は
役
人
に
嫌
わ
れ
、
改
姓

さ
せ
ら
れ
た
と
い
う
例
も
あ
り
、
四
文
字
以
上
の

姓
は
と
て
も
珍
し
い
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

一
文
字
姓　

星
・
谷
・
岡
・
関
な
ど

	

約
三
％　

約
一
万
種
類

二
文
字
姓　

佐
藤
・
鈴
木
・
高
橋
な
ど

	

約
八
十
七
％
約
二
十
六
万
種
類

三
文
字
姓　

佐
々
木
・
長
谷
川
な
ど

	

約
十
％　

約
三
万
種
類

四
文
字
姓　

勅て

使し

河が

原わ
ら・
雉き

子じ

牟む

田た

な
ど

	

約
〇
・
一
％　

約
四
百
種
類

五
文
字
姓　

左さ

衛え

門も
ん

三さ
ぶ
ろ
う郎・
勘か

で

の
解
由
小こ
う

路じ 

二
種
類

珍
姓
と
難
読
姓

　

苗
字
の
う
ち
使
用
者
が
少
な
く
、
器
物
、
事
象

を
そ
の
ま
ま
表
記
し
た
り
、
人
が
驚
く
よ
う
な
も

の
を
珍
姓
と
い
い
、
文
字
が
難
し
か
っ
た
り
、
文

　

そ
の
時
、
苗
字
を
す
で
に
公
称
し
て
い
た
武
士

階
級
は
、
従
来
の
苗
字
を
登
録
し
ま
し
た
。
一
方

で
、
江
戸
時
代
、
人
口
の
九
割
を
占
め
て
い
た
庶

民
層
は
、
苗
字
を
使
用
す
る
こ
と
は
禁
止
さ
れ
て

い
ま
し
た
。
し
か
し
、
庶
民
と
は
い
っ
て
も
、
実

態
は
武
士
の
子
孫
が
圧
倒
的
に
多
く
、
か
つ
て
先

祖
が
名
乗
り
、
私
的
に
受
け
継
が
れ
て
い
た
苗
字

が
登
録
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
全
く
苗
字
を
持
た
な
か
っ
た
家
や
先
祖

の
苗
字
を
忘
れ
た
家
は
新
し
い
苗
字
を
創
作
し
ま

し
た
が
、
そ
の
場
合
も
地
名
に
由
来
す
る
こ
と
が

多
く
、
中
で
も
先
祖
が
か
つ
て
住
ん
で
い
た
土
地

名
を
使
う
こ
と
が
圧
倒
的
に
多
か
っ
た
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。

地
方
の
特
徴
的
な
苗
字

　
苗
字
の
多
く
は
地
名
か
ら
発
生
し
て
い
て
、
そ
の

地
名
に
は
地
域
的
な
特
徴
が
あ
る
た
め
、
そ
の
地

で
し
か
広
ま
ら
な
か
っ
た
よ
う
な
地
域
色
の
強
い
苗

字
が
あ
り
ま
す
。
北
海
道
は
、
全
国
各
地
の
苗
字

が
確
認
で
き
ま
す
が
、
中
で
も
、
東
北
や
北
陸
発

祥
の
苗
字
が
多
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
ご
自
身
や

お
知
り
合
い
で
次
の
苗
字
の
方
の
出
身
県
を
確
認

し
て
み
る
と
、ず
ば
り
当
た
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
よ
。

青
森
県

第
一
位
は
工
藤
。
成
田
、
三
上
、
小
笠
原
、
今
、

対
馬
、津
島
、福
士
、小
山
内
、神
、一
戸
、鳴
海
、

蛯
名
、
棟
方
、
小
田
桐
な
ど
。

岩
手
県

第
一
位
は
佐
藤
。
千
葉
、
阿
部
、
菅
原
、
及
川
、

熊
谷
、菊
地
、千
田
、岩
渕
、瀬
川
、田
鎖
、箱
石
、

堀
合
な
ど
。

宮
城
県

第
一
位
は
佐
藤
。
三
浦
、
小
野
寺
、
今
野
、
早
坂
、

菅
野
、
大
友
、
庄
子
（
司
）、
星
、
丹
野
、
尾
形
、

渋
谷
な
ど
。

秋
田
県

第
一
位
は
佐
藤
。
畠
山
、
藤
原
、
小
野
、
石
井
、

加
賀
屋
、
児
玉
、
船
木
、
黒
沢
、
桜
庭
、
照
井
、

嵯
峨
な
ど
。

山
形
県

第
一
位
は
佐
藤
。
五
十
嵐
、
小
林
、
本
間
、
池
田
、

富
樫
、
大
場
、
小
松
、
東
海
林
、
長
谷
川
、
須
藤

な
ど
。福

島
県

第
一
位
は
佐
藤
。
遠
藤
、
渡
部
、
橋
本
、
根
本
、

松
本
、
佐
久
間
、
大
竹
、
古
川
、
草
野
、
柳
沼
、

高
野
な
ど
。

茨
城
県

第
一
位
は
鈴
木
。
根
本
、関
、野
口
、飯
田
、中
島
、

桜
井
、
清
水
、
飯
島
、
倉
持
、
大
内
、
岡
野
な
ど
。

※
各
県
上
位
の
苗
字
を
掲
載
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的
に
も
ほ
と
ん
ど
見
か
け
な
い
貴
重
な
も
の
も
少

な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
使
用
者
の
方
は
、
大
切
に
血

脈
を
守
っ
て
、
私
た
ち
の
先
祖
が
考
案
し
た
創
造

力
の
証
し
を
後
世
に
伝
え
て
も
ら
い
た
い
も
の
で

す
。

家
紋
と
は
？

　

苗
字
と
密
接
な
つ
な
が
り
が
あ
る
と
さ
れ
る
の

が
家
紋
で
す
。
自
分
の
家
の
家
紋
を
知
っ
て
い
ま

す
か
？
親
か
ら
子
へ
と
代
々
受
け
継
が
れ
て
き
た

家
紋
で
す
が
、
最
近
で
は
我
が
家
の
家
紋
を
知
ら

な
い
と
い
う
若
い
世
代
も
増
え
て
き
て
い
ま
す
。

　

家
紋
は
平
安
後
期
（
一
一
〇
〇
年
以
降
）
に
公

家
の
牛
車
の
紋
所
と
し
て
生
ま
れ
、
後
に
武
士
に

も
普
及
し
ま
し
た
。
武
士
は
戦
場
で
旗
印
や
幕
に

家
紋
を
描
き
、
自
己
を
ア
ピ
ー
ル
し
た
り
、
敵
味

方
を
区
別
す
る
の
に
利
用
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
江

戸
時
代
（
一
六
〇
三
～
一
八
六
七
）
に
な
る
と
、

着
物
に
も
家
紋
を
描
く
よ
う
に
な
り
、
庶
民
も
広

く
用
い
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
現
在
で
は
、
約

2
万
種
類
以
上
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

家
紋
は
原
則
と
し
て
親
か
ら
子
に
相
続
さ
れ
、

字
は
見
慣
れ
た
も
の
で
も
読
み
方
が
独
特
な
も
の

は
難
読
姓
と
い
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
珍
し
い
苗

字
は
全
体
の
約
五
％
（
一
万
五
千
姓
）
ほ
ど
存
在

し
ま
す
。
ま
た
、
全
国
の
苗
字
の
縮
図
と
も
い
え

る
北
海
道
は
、
珍
姓
や
難
読
姓
も
全
国
の
も
の
が

集
ま
っ
て
い
ま
す
。

　
珍
姓
の
由
来
を
調
べ
て
み
る
と
、
意
外
な
発
見
が

あ
り
、
祖
先
の
柔
軟
な
発
想
力
に
驚
か
さ
れ
ま
す
。

【
数
字
姓
】

「
一
」
さ
ん
	�
�
�
�

か
ず

に
の
ま
え

い
ち
も
ん
じ

「
九
」
さ
ん
	�
�
�
�

い
ち
じ
く

　
（
九
は
一
字
で
「
く
」
と
読
む
）

「
十
」
さ
ん
	�
�
�
�

つ
な
し

　
（
ひ
と
つ
、
ふ
た
つ
�
こ
こ
の
つ
、
と
う
）

「
九
十
九
」
さ
ん
	�
�

つ
く
も

　
（「
一
つ
付
く
と
「
百
（
も
）」
に
な
る
）

「
白
」
さ
ん
	�
�
�
�

つ
く
も

　
（
一
つ
付
く
と
「
百
（
も
）」
に
な
る
）

【
月
日
姓
】

「
正
月
一
日
」
さ
ん
	�
�
�
�
あ
ら

「
四
月
一
日
」
さ
ん
	�
�
�
�
わ
た
ぬ
き

「
六
月
一
日
」
さ
ん
	�
�
�
�
う
り
は
り

「
八
月
一
日
」
さ
ん
	�
�
�
�
ほ
づ
み

【
そ
の
他
の
珍
姓
】

「
美
女
」
さ
ん
	�
�
�
�
�
�
び
じ
ょ

「
幸
福
」
さ
ん
	�
�
�
�
�
�
こ
う
ふ
く

「
世
界
」
さ
ん
	�
�
�
�
�
�
せ
か
い

「
愛
」
さ
ん
	�
�
�
�
�
�
�
あ
い

「
眼
目
」
さ
ん
	�
�
�
�
�
�
さ
っ
か

「
一
尺
一
寸
」
さ
ん
	
�
�
�
�
か
ま
つ
か

「
四
十
物
谷
」
さ
ん
	�
�
�
�
あ
い
も
の
や

「
一
二
三
」
さ
ん
	�
�
�
�
�
ひ
ふ
み

「
七
五
三
木
」
さ
ん
	�
�
�
�
し
め
き

「
四
十
万
」
さ
ん
	�
�
�
�
�
し
じ
ま

「
満
月
」
さ
ん
	�
�
�
�
�
�
ま
ん
げ
つ

「
雲
母
」
さ
ん
	�
�
�
�
�
�
き
ら

「
珊
瑚
」
さ
ん
	�
�
�
�
�
�
さ
ん
ご

「
雲
雀
」
さ
ん
	�
�
�
�
�
�
ひ
ば
り

「
八
日
市
谷
」
さ
ん
	�
�
�
�
よ
う
か
い
ち

「
味
噌
」
さ
ん
	�
�
�
�
�
�
み
そ

「
知
識
」
さ
ん
	�
�
�
�
�
�
ち
し
き

「
温
泉
」
さ
ん
	�
�
�
�
�
�
お
ん
せ
ん

「
不
老
」
さ
ん
	�
�
�
�
�
�
ふ
ろ
う

　

こ
の
珍
姓
は
ほ
ん
の
一
部
に
過
ぎ
ま
せ
ん
。
皆

さ
ん
の
中
に
は
、
も
っ
と
珍
し
い
苗
字
の
方
が
い

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。
珍
姓
の
中
に
は
、
全
国
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新春
特集 日本人の苗字のひみつ

は
、
除
籍
（
転
籍
・
死
亡
）
後
一
五
〇
年
。
平
成

二
十
二
年
ま
で
は
、
八
十
年
で
し
た
。
早
い
う
ち

に
取
得
し
て
お
か
な
け
れ
ば
、
ど
ん
ど
ん
取
得
で

き
な
く
な
る
の
で
、
注
意
が
必
要
で
す
。

　

北
海
道
の
場
合
、
明
治
以
降
に
渡
道
し
た
家
が

圧
倒
的
に
多
く
、
先
祖
が
本
州
の
ど
こ
か
ら
来
た

の
か
を
知
る
手
が
か
り
は
除
籍
に
記
載
さ
れ
た
情

報
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
自
分
の
ル
ー
ツ
が
ど
こ
に

あ
る
の
か
を
知
り
た
い
方
は
、
お
早
め
に
除
籍
を

集
め
る
こ
と
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

　

こ
の
他
に
も
家
紋
の
情
報
や
様
々
な
歴
史
的
な

資
料
を
取
り
寄
せ
て
、
さ
ら
に
詳
し
い
家
系
図
を

作
成
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
し
か
し
除
籍
簿
等

で
一
五
〇
年
前
ま
で
さ
か
の
ぼ
る
だ
け
で
も
立
派

な
家
系
図
で
す
。
ま
た
、
お
正
月
は
、
家
族
や
親

戚
が
集
ま
る
時
期
で
す
。
年
長
者
を
中
心
に
知
っ

て
い
る
親
族
を
系
図
に
す
る
だ
け
で
も
新
た
な
発

見
や
楽
し
み
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

分
家
の
際
に
だ
け
形
を
変
え
ま
し
た
。
し
か
し
、

そ
の
場
合
も
原
型
を
尊
重
す
る
配
慮
が
な
さ
れ
、

本
家
の
家
紋
に
丸
な
ど
の
外
郭
を
加
え
る
ご
く
僅

か
な
変
化
に
留
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
明
治
以
降
は
、
そ
れ
ま
で
の
ル
ー
ル
に
は

と
ら
わ
れ
な
い
新
紋
と
い
わ
れ
る
家
紋
も
生
ま
れ

ま
し
た
。
新
紋
は
一
見
し
て
複
雑
な
も
の
が
多
く
、

夫
婦
の
実
家
の
家
紋
を
合
体
さ
せ
た
り
、
そ
れ
ま

で
に
な
い
素
材
（
ペ
ン
ギ
ン・カ
エ
ル・琵
琶
な
ど
）

を
用
い
た
も
の
も
あ
り
ま
す
。

　

現
在
も
家
紋
が
使
用
さ
れ
る
例
と
し
て
は
、
紋

付
の
袴
や
着
物
、
一
族
の
墓
に
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。

家
紋
は
「
苗
字
を
絵
で
描
い
た
も
の
」
と
言
わ
れ

て
お
り
、
家
紋
が
ル
ー
ツ
を
知
る
大
き
な
決
め
手

に
も
な
り
得
ま
す
の
で
、
家
紋
を
知
り
、
そ
の
意

味
を
調
べ
て
み
る
と
新
た
な
発
見
が
あ
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。

家
系
図
を
作
っ
て
み
よ
う
！

　

自
分
の
ル
ー
ツ
を
知
る
に
は
、
自
分
か
ら
さ
か

の
ぼ
っ
て
先
祖
の
戸
籍
・
除
籍
謄
本
を
取
得
し
て

い
く
こ
と
が
有
効
な
手
段
で
す
。

　

ま
ず
自
分
の
本
籍
地
を
確
認
し
戸
籍
謄
本
を
申

請
し
ま
す
。
そ
こ
に
は
父
親
の
本
籍
地
が
記
載
さ

れ
て
い
る
の
で
、
父
親
が
存
命
で
あ
れ
ば
戸
籍
謄

本
、
死
亡
し
て
い
れ
ば
除
籍
謄
本
を
同
じ
要
領
で

取
り
寄
せ
ま
し
ょ
う
。
こ
れ
を
祖
父
、
曽
祖
父
と

繰
り
返
し
、
役
所
か
ら
「
こ
れ
以
上
古
い
除
籍
は

あ
り
ま
せ
ん
」
と
い
わ
れ
る
ま
で
古
い
除
籍
を
取

り
寄
せ
る
と
、
江
戸
時
代
末
期
～
明
治
初
期
、
約

一
五
〇
年
前
の
先
祖
は
判
明
し
ま
す
。
さ
ら
に
母

の
家
系
、
父
方
の
祖
母
の
家
系
、
母
方
の
祖
母
の

家
系
と
取
り
寄
せ
て
い
け
ば
、
自
分
の
血
の
流
れ

が
一
目
瞭
然
に
な
り
ま
す
。

　

た
だ
し
、
除
籍
に
は
保
管
期
間
が
あ
り
現
在
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r t e アラカルト

　ＪＡさっぽろ女性部（菅原利恵部長）では、11月16日（木）から2日間に亘り、第19回「女性の集い」を開

催しました。定山渓万世閣ホテルミリオーネを会場に、女性部員182名と役職員44名の計226名が参加しました。

　女性部員が不用品や手作り品を持ち寄って行な

われたチャリティーオークション。売り上げ総額

は約28万円にのぼりました。売り上げの一部は例

年同様、社会奉仕活動の一環として札幌市子ども

未来局に寄付されます。また、今年は、本部三役

主催でお楽しみ抽選会もはじめて行ないました。

　講演会の第1部は、北海道開発局の岡部博一氏を講師にお招きし、

地域防災に関する講演を通して災害時に自分達ができることは何かを

学びました。第2部では、ピエロのぐっちが軽快な音楽に乗せて登場。

バルーンアートを用いたショーが行なわれ、会場は沸き立ちました。

第19回

女性の集い
─更なる親交と結束を─

▲�新女性の歌「明日、輝くために」を全員で声高らかに歌いました。

�▲�ピエロのぐっちから
は、たくさんのバ
ルーンアートがプレ
ゼントされました。

�

◀
▲�

定
額
販
売
コ
ー
ナ
ー
、

手
作
り
コ
ー
ナ
ー
も

賑
わ
い
ま
し
た
。

スケジュール
1日目	 開会セレモニー
	 チャリティーオークション
	 懇親会・芸能発表会・
	 リメイクファッションショー
2日目	 講演会「地域防災力の向上の

　　　　取り組みについて」
講師：北海道開発局　岡部博一氏

	 「ピエロのぐっちコミカルショー」

▲価格が競り上がり白熱する場面
も。

▲�今年は、菅原部長が中心となって野菜の生花を制作し、
部員の皆さんを楽しませました。
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組 合 員 の   活 動 を ご 紹 介 し ま すlaa ac

▲	水嶋常務が山川豊
の「アメリカ橋」
を熱唱。

▲	山口百恵かと思い
きや、○○経営企
画室長。「さよな
らの向こう側」で
飛び入り参加。

▶	「お祭りマンボ」
を歌って踊った
琴似支部。中央
の方は、マツコ
デラックスでは
なく、美空ひば
りです。（笑）

▲	ノリノリの「YOUNG	MAN（Y.M.C.A）」で前半
を締めくくった北札幌支部。

▲手稲支部は「祭り」で会場をもりあげました。

▲	揃いの着物に身を包み、「島の内ブルース」を踊った平岸支部が今年の大トリを務めました。

▲	今年は祭り系が人気！？西町支部は「男の火祭り」を元
気いっぱい踊りました。

▲	創部15周年を迎えた新琴似支部。会場全体を巻き込んで、
「博多にわか面で北海盆踊り」。

▲	アイドルになりきって「恋・するフォーチュン・
サンバ」を披露した篠路支部。

▲	特製うちわを持参した応援団を前に、南支部は「長生きサンバ」を踊りました。

▲後半は、厚別支部の「河内おとこ節」でスタート！

今年も支部ごとに趣向を凝らした演目を次々と披露。おひねりが飛び交い、
会場は歓声と拍手につつまれました。

▲	ファイターズのユニフォームを着て「ジンギスカン」を踊っ
たのは豊平支部。

▲	トップバッターは白石支部で「ホッパホッパヘイ」。今年も最後にお馴染みの
スローガンが登場。

▲	前半の司会を務めた平岸
支部の古屋妙子さん（左）
と中野敬子さん（右）。

▲	後半の司会を務めた白石
支部の田中美恵子さん（左）
と越野ナミ子さん（右）。
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r t e アラカルト

◀︎�みんなで協力して美味しいジェラートができました。

　資産管理部会新琴似支部（梅本正支部長）と青色申告会新琴似支部（金
子幸夫支部長）では、17名が参加し関東上信越方面へ3泊4日の合
同親睦旅行を実施しました。
　初日の東京観光は、定番の浅草寺と圧巻のスカイツリー展望、夜には
横浜中華街を散策しました。翌日は関越道で一気に上信越へ。世界遺産
の富岡製糸場、草津温泉の名物湯もみでは興味深い見学や貴重な体験ができました。また、御利益にあずかるよう松本城や長野
善光寺、鎌倉大仏、鶴岡八幡宮などの名だたる寺社仏閣も巡りました。宿の草津温泉と石和温泉では、名湯を存分に堪能すると
ともに、ご当地の旬の味覚に舌鼓を打った大満足な旅行となりました。� （杉田特派員）

関東上信越の王道観光スポットと名湯めぐり

10月10日（火）～13日（金）
資産管理部会新琴似支部・青色申告会新琴似支部

秋晴れの洞爺湖や有珠山を満喫

　女性部手稲支部（大能紀恵子支部長）では、部員13名が参加
し伊達・洞爺方面への日帰り研修を行ないました。
　洞爺湖からほど近い羊蹄山を望む高台に位置するレークヒル・
ファームでは、絞りたての牛乳を使ってジェラート作りを体験。
焼きたてのワッフルコーンと一緒に美味しく味わいました。ま
た有珠山では、ロープウェイに乗って展望台へ。天候にも恵ま
れ、眼下に広がる大パノラマの景色を一望することができました。
� （圡本特派員）

10月2日（月）
女性部手稲支部

▶︎
�
個
人
戦
で
優
勝
し
た
、厚
別
支
部
の
太
田
さ
ん
。

◀︎
�
団
体
戦
で
優
勝
し
た
平
岸
チ
ー
ム
。

平岸支部が団体優勝
支部対抗ボウリング大会開催！

12月1日（金）
ＪＡさっぽろ青年部

　ＪＡさっぽろ青年部（平賀農
つとむ

部長）では、部員・事務局58名が参加し、ディ
ノスボウルノルベサにて、支部対抗親睦ボーリング大会を開催しました。
　午後7時、ゲーム開始の合図とともに、会場内にピンのはじけ跳ぶ音と
歓声が飛び交い、熱戦が繰り広げられました。2ゲームトータルスコアで競っ
た結果、平均アベレージ132.21の平岸支部が栄えある団体優勝に輝きま
した。また、個人の部では、厚別支部の太田聡

あきら

さんが 2ゲームトータルス
コア341で優勝しました。その後キリンビール園アーバン店に会場を移し
て、表彰式と忘年会を開催し部員同士の親睦を深めました。
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組 合 員 の   活 動 を ご 紹 介 し ま すlaa ac

　資産管理部会北札幌支部（橋場武夫支部長）では、部会員13名が参加し2泊3日
で『NHK大河ドラマ「おんな城主直虎」ゆかりの地と静岡グルメ満喫ツアー』と題し
た研修旅行を実施しました。
　初日は、おんな城主直虎館、花の舞酒造などを見学し、舘山寺温泉に宿泊しました。
2日目は、名物のうなぎを堪能した他、お茶工場の見学や日本一長い木造歩道橋を訪れ、
夜は静岡市内にて大いに盛り上がりました。最終日は好天にも恵まれ、日本平、久能山
東照宮、三保の松原を見学、昼には水揚げ日本一のまぐろをいただき、ＪＡ大井川ファーマーズマーケットを視察しました。
　富士山もきれいに眺めることができ気分爽快。新役員体制になってから初めての研修旅行を無事に終え、会員相互の親睦を
更に深めることができました。� （藤井特派員）

直虎ゆかりの地、静岡をめざして
11月7日（火）～9日（木）
資産管理部会北札幌支部

　資産管理部会豊平支部（山田和彦支部長）では、部会員22名が参加
し沖縄方面への視察研修旅行を実施しました。
　初日は、早朝6時半に清田支店を出発し、羽田空港を経由して午後
3時に石垣空港に到着。外の暑さが常夏の島に来たという気持ちにさせ
てくれました。2日目は、石垣港から西表島へ渡り仲間川クルーズで遊
覧、水牛車で由布島へ渡り昼食と散策を楽しみました。3日目は、朝一
番の飛行機で沖縄本島に向かい、沖縄名産のパイナップルをテーマにし
た植物園、ナゴパイナップルパークを見学。その後の美ら海水族館では、世界最大級のスケールを誇る全長8メートルもの
巨大水槽で悠々と泳ぐジンベイザメをはじめ、多種多彩の魚たちに感動と興奮を味わいました。三日目の夜には宴会で大いに
盛り上がり、最終日に平和の礎であるひめゆりの塔を見学し、たくさんのお土産とともに帰路につきました。
� （小野特派員）

寒い札幌を脱出して沖縄へ
離島と本島のイイトコどり！

11月6日（月）～9日（木）
資産管理部会豊平支部

　資産管理部会西町支部（岩村利雄支部長）では、部会員23名が参加し3泊
4日で沖縄本島へ研修旅行を実施しました。
　初日は3時間半のフライトで那覇空港へ到着。景勝地である万座毛で記念撮
影後、宿泊地の恩納村のリゾートホテルに向かいました。地元食材を使用した料
理を堪能しながら2日目以降に期待を膨らませました。2日目から本格的な沖
縄観光をスタート。かつては世界一大きな水槽としてギネス認定も受けた美ら海
水族館をはじめ、地ビール工場、沖縄黒糖工場、世界遺産の中城城跡、首里城公園等多くの観光名所、スポットを見学しました。
　週間天気予報では、連日晴れマークで青空とマリンブルーの海を期待していましたが、初日は曇り、2日目からは所々で雨、
最終日の首里城では大雨に当たってしまいました。天候には恵まれませんでしたが、明るいバスガイドさんのおかげで楽しく過
ごし、とても有意義な研修旅行となりました。� （五十嵐特派員）

青い空？青い海！
沖縄の自然・文化満載の4日間

10月16日（月）～19日（木）
資産管理部会西町支部
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組 合 員 の    活 動 を ご 紹 介 し ま す

laa a r t ec アラカルト

　資産管理部会中央支部（末原隆一支部長）と青色申告会中央支部（佐
藤隆一支部長）では、部会員12名が参加し合同研修会を実施しました。
　農中信託銀行より八島個人資産相談部長を講師にお招きし、直近の
相続全般に関する情勢や争族対策としての遺言の活用方法と遺言の作
成に関する留意点、複数の事例による遺言を利用した解決策を解説し
ていただきました。また、農中信託銀行で扱う遺言信託のメリットも説明していただき、相続・遺言信託全般の理解を深めま
した。質疑応答でも活発な議論がなされ、研修会後の懇親会を含め大変有意義な研修となりました。� （小山特派員）

講師を招き、相続と遺言信託を学ぶ

11月17日（金）
資産管理部会中央支部
青色申告会中央支部

　そ菜部会（新井伸二部会長）では、部会員9名が
参加し2年に1度の道外視察研修を実施しました。
　今回は、西日本一の産地といわれる鳥取県の大山ブロッコリー
と兵庫県の軟弱野菜、直売所を訪れました。大山ブロッコリー、
軟弱野菜の視察では、生産概要の説明があり参加者は熱心に耳を傾けていました。また、ＪＡ兵庫六甲が運営する六甲のめぐみ
直売所では、開店前にも関わらず大勢の来店客が列を作っており、規模の大きさと賑わいに驚きました。
　鳥取、兵庫県ともに天候にも恵まれ暖かく、無事に3日間を終える事ができました。� （川越特派員）

ブロッコリーと軟弱野菜
一大産地を視察

11月27日（月）
～11月29日（水）
そ菜部会

　北野農事実行組合（堀合英喬組合長）では、組合員22名が参
加し、わくわくホリデーホールにて市川由紀乃コンサートを鑑賞し
ました。今回、私たちの席は2階の最前列。紅白歌手の美声を間
近で楽しみました。コンサートの最中には、客席に降りてきた市川
由紀乃さんと全員が握手できるという嬉しいハプニングもあり、充
実のショーを堪能しました。その後、赤レンガテラスの鶴雅ビュッフェダイニング札幌で食事をとりながら会話を楽しみ、更な
る親睦を深めました。� （佐竹特派員）

紅白歌手、市川由紀乃の歌声に酔いしれる

11月10日（金）
北野農事実行組合

▼�一面に広がるブロ
ッコリー畑。
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青色申告を始めませんか
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　不動産所得や農業等の事業所得のある方は、白色申告と比較しても節税効果の高い青色申告（特典）を行なうこ
とができます。所得税以外にも住民税や国民健康保険料（税）にも影響しますので節税の効果が大きい制度となっ
ています。

　青色申告を始めるためには、原則として青色申告の適用を受けようとする年の 3月 15 日までに納税地（住所地）
の税務署に「所得税の青色申告承認申請書」を提出し、承認を受ける必要があります。承認を受けた後は、『複式簿記』
または『簡易簿記』により日常の取引を正確に記帳し、その帳簿書類等を一定期間保存しなければなりません。

　白色申告者については、収入金額や必要経費を記載した帳簿（法定帳簿）は 7年間、それ以外の帳簿や取引等に
関して作成又は受領した書類（領収書、請求書等）は 5年間保存しなければなりません。

　青色申告制度とは、一定の帳簿を備え付け帳簿に日々の取引を記帳し、その記録に基づいて正しい所得金額や税
額を計算し確定申告をおこない納税する制度です。
　平成 26 年 1月から、青色申告者と同様に白色申告者についても事業の規模に関わらず帳簿の作成・保管が必要と
なっています。青色申告 10 万円控除であれば、白色申告と帳簿や記帳方法がほとんど変わらないので多くの方が利
用することができます。

青色申告の特典

青色申告をはじめるには申請書の提出が必要です

初めて帳簿を作成する場合でも会計ソフトを利用することにより、簡単に「複式簿記」による帳簿を作
成することができます。白色申告者も事業に関する帳簿の作成・保存が必須とされておりますので、特
典の多い青色申告を検討してください。

項目 青色申告 白色申告
特別控除 65万円 10万円 な　し

帳簿義務（記帳方法） あり（複式簿記） あり（左記以外） あり（単式簿記）

届出書類
（事前提出が必要）

◎青色申告承認申請書
●青色事業専従者給与に関する届出書
●源泉所得税の納期の特例の承認に関する申請書   等

な　し

確定申告時の
作成（提出）書類

◎青色申告決算書
◎貸借対照表 ◎青色申告決算書 ◎収支内訳書

事業専従者への給与
●事業専従者給与
※支払額が労務の対価として適正な金額であれば、　
　必要経費へ全額参入可能。

●事業専従者控除
配偶者：86万円まで
その他：50万円まで

少額減価償却資産の
一括経費算入

平成30年3月31日までに取得した
30万円未満の減価償却資産（要件あり） な　し

貸倒引当金 あ　り な　し
純損失（赤字）の

繰越しと繰戻し
●損失の繰越しが可能（翌年以後 3 年間）
●前年の黒字との相殺（繰戻し）が可能 な　し

※ 65万円の特別控除の適用を受けるためには、期限内申告等一定の要件もあります。
　適用される要件などについては、税理士または税務署等に確認してください。
　例）不動産所得の場合、事業的規模である事　等

保存が必要なもの 保存期間
帳簿 仕訳帳、総勘定元帳、現金出納帳、売掛帳、買掛帳、経費帳、固定資産台帳など 7年

書類

決算関係書類 損益計算書、貸借対照表、棚卸表など 7年
現金預金取引等関係書類 領収証、小切手控、預金通帳、借用証など 7年（※）

その他の書類 取引に関して作成し、又は受領した上記以外の書類（請求書、
見積書、契約書、納品書など） 5年

※前々年分所得が 300 万円以下の方は 5年



Ｊ Ａ か ら の お 知 ら せ
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定
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理
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会

平
成
二
十
九
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十
一
月
三
十
日（
木
）午
後
一
時
よ
り
本
店

役
員
会
議
室
に
お
い
て
第
八
回
定
例
理
事
会
が
開
催
さ
れ
た
。

●
監
事
会
報
告
事
項

一
、
平
成
二
十
九
年
度
上
半
期
定
期
監
査
報
告

●
協
議
事
項

一
、	

平
成
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十
九
年
度
年
末
手
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賞
与
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支
給
に
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い
て
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九
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績
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よ
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年
度
年
末
手
当
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ヶ
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し
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に
支
給

す
る
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さ
れ
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定
。

二
、	『
パ
ワ
ー
ハ
ラ
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メ
ン
ト
防
止
規
程
』の
廃
止
に
つ
い
て

三
、	『
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
規
程
』の
廃
止
に
つ
い
て

四
、	『
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
規
程
』の
制
定
に
つ
い
て

　
男
女
雇
用
機
会
均
等
法
並
び
に
育
児
・
介
護
休
業
法
の
改

正
に
伴
い
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ラ
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メ
ン
ト
に
対
す
る
防
止
措
置
の
義
務
付

け
、並
び
に「
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
規
程
」・「
パ

ワ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
規
程
」を
含
め
た
一
体
的
な
規
程

の
整
備
並
び
に
制
定
で
あ
る
事
が
説
明
さ
れ
、
可
決
決
定
。

五
、	

金
融
機
関
へ
の
貸
付（
累
計
五
億
円
超
）に
つ
い
て

　
本
店
営
業
部
扱
い
の
大
口
融
資
一
件
に
つ
い
て
、申
込
者
、

申
込
事
項
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り
組
み
経
過
等
が
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明
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れ
、可
決
決
定
。

●
報
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事
項

一
、	

平
成
二
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九
年
度
一
統
括
支
店
一
協
同
活
動
実
施
報
告

二
、	

地
区
別
懇
談
会
で
の
質
問
・
意
見
等
の
報
告

三
、
平
成
二
十
九
年
九
月
期
半
期
デ
ィ
ス
ク
ロ
ー
ジ
ャ
ー
誌

に
つ
い
て

四
、
平
成
二
十
九
年
度
Ｊ
Ａ
共
済
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
点
検

結
果
報
告

五
、	
十
月
末
財
務
状
況
報
告

六
、	
十
月
末
組
合
員
加
入
・
脱
退
状
況

七
、
十
一
月
の
動
静
と
十
二
月
の
予
定
に
つ
い
て

（
閉
会・午
後
二
時
五
十
分
）

月 臨時休市 臨時開市

1 月 17日（水）、 24日（水）、 31日（水）

2 月 7日（水）、 21日（水）、 28日（水）

3 月 7日（水）、 14日（水）、 28日（水）

4 月 4日（水）、 11日（水）、 18日（水）

5 月 9日（水）、 16日（水）、 23日（水）、 30日（水） 3日（木）

6 月 6日（水）、 13日（水）、 20日（水）、 27日（水）

7 月 4日（水）、 25日（水）

8 月
14日（火）、
29日（水）  

15日（水）、 16日（木）、 22日（水）
11日（土）

9 月 5日（水）、 12日（水）

10 月 3日（水）、 17日（水）、 24日（水）

11 月 7日（水）、 14日（水）

12 月 5日（水） 24日（月）、 30日（日）
※初市は1月5日（金）、最終市は12月30日（日）です。

平成 30 年 札幌市中央卸売市場 臨時休市・開市一覧

おくやみJAさっぽろDATA

支店名 氏　名 享年 月　日
菊水元町 野上　ミヨさん 93 才 11/19

南 小松　幸子さん 80 才 11/29
白石 平井　ミツヱさん 95 才 11/20

藤井　正男さん 86 才 11/23
清田 川面　 豊 さん 84 才 11/21

小川　キヨさん 89 才 12/7
厚別 八幡　正勝さん 75 才 11/28

北札幌 山本 シズヱさん 104 才 11/16
新琴似 宇藤　 孝 さん 67 才 11/19

丹羽　 惇 さん 90 才 11/21

　下記の正組合員の方々が逝去されました。謹んでご冥福
をお祈りいたします。� （11月16日～12月10日）

（平成 29年 11月末業務実績）（平成 29年 10月末業務実績）

組合員数
正組合員 3,836 名 正組合員 3,843 名
准組合員 31,276 名 准組合員 31,038 名
合　　計 35,112 名 合　　計 34,881 名

出資金残高 55 億 7 百万円 54 億 7 千 6 百万円       

販売取扱高 15 億 8 千 5 百万円 13 億 6 千 6 百万円

購買供給高 　　　7 億 5 千 8 百万円 　　6 億 9 千 7 百万円
貯金残高 3,126 億 9 千 9 百万円              3,103 億 9 千 7 百万円              
融資残高 889 億 3 千 1 百万円 891 億 1 千 7 百万円     

共済保有高 6,041 億 6 千 3 百万円 6,046 億 4 千 9 百万円
施設建設取扱高 2 億 4 千 7 百万円 2 億 4 千 7 百万円
管理受託戸数 4,359 戸         4,293 戸

※出資金残高については、処分未済持分を控除した額です。
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伝 言 板
金 融 部金 融 部融 部

さとらんど
○さとの雪山でチューブすべり
　1/6（土）～2/25（日）　9時～16時

○バナナボート
○トラクター遊覧車
　1/6（土）～1/21（日）の休園日を除く毎日、
　1/27（土）～2/25（日）の土・日曜、祝日 いずれも10時～15時

大人300円、中学生以下200円

口座をひらく方も、口座をお持ちの方も

マイナンバーの届出に
ご協力ください

必
要
書
類

マイナンバーカード

もしくは

通知カード
または

住民票の写し
（マイナンバーあり）

運転免許証などの
本人確認書類※

＋

※�顔写真付きのもの（運転免許証、パスポートや在留カードなど）であれば1点、顔写真なしのもの（健康保険証、住民票や年金手帳など）であれば2点
＊�法人のお客さまは、「国税庁　法人番号公表サイトの法人情報画面を印刷したもの」や「法人番号指定通知書」と「登記事項証明書」などの
法人確認書類が必要です。不要な場合もあるので、詳しくはお取引のあるＪＡにお問い合わせください。

ＪＡバンク 個人情報保護委員会

日時：	2月9日（金）
	 11時～12時30分
場所：	さとらんどセンター
定員：	14人
費用：	1,300円

プロに教わるチョコスイーツ

パティシエ
スイーツ作り講座

1月21日（日）から
受付開始！

	申込みは、さとらんどセンターまでTELまたは直接受付ください。
【お問い合わせ】サッポロさとらんど　〒007-0880	札幌市東区丘珠町584番地2　TEL（011）787−0223

100円

会場：風のはらっぱ周辺冬のあそび
無料貸し出し
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